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1.緒 ､富

木茸験は馬鈴薯増産理論樹立の⊥環として,先

づ第1算段に於て放F:仕立に於げろ馬鈴薯の地下
′

部と地上部との相関々係を詳細に検討し,第二茸

験に於て之が人知 勺な操作即ち除葉に嘩っても同 .

.様な関係を生ずるや否卓を捻し._次で第三実験に′

於て環境族件の差に億ろ除薬の張度の撃化の問題

を明かにせんとし子こものである.

なお本章故施行に苦り,絶大なる御協力御教示

を賜わった本校職員並に教授各位に封しここに

深甚なる謝意を表する.I
＼

2.材料及茸験方法

第-茸験

材料は北海道産紅丸を用ひ,標高750m.火山表

土の長野農林専門撃校農軌こ於て施行したもので

さ弼 rのものを丸の債栽醸し,施肥中耕土寄(1)I:ill

外は放任とし,成熟後に於,tなるべく蟹育啓一な
場所ai60株を選び丁寧に如 取り調をした.､なお

地上茎q)数並に直径の測定娃排土に接せんとする

部分を行った.･ ′ .

第二箕験

材料,場所,下種期,除薬以外の耕陸法及び調

香法は第-茸散と同様であるが,之を5月.28日,

:6月7日と二回にわたり除薬を行い,二本.三本,

四本,放任一任立の四試験直を作り,各々三区制と

･し,結果は各試験置60徐を_平均LT株の数値と'し

･T算出した.

第三賢験

､各置三坪三尾制とし,√下位,EBの差による比較試

験は品垣を北海道産紅丸とし,下庄期を･4=月]2日
と･5月8日とにLHRTl琵刑のものは下位閥を4月12

日とし,品程は男符と紅丸を此棄した.

､隆 志

ⅠIJIMA.

ノ
なお大小の分類は56gr以ヒを大とし,他を小と
した.

3,算段結果及考察

第-,第二算数

A/地上部と収量との関係.

(1)塗装重と薯の収量と.の関係.

γ-I+o･2匪 o･079 〔琴一国コ

･て2)地上董数と牧童との関係.

γ-+0･33土0.076〔第二囲〕

(3)地上塁の直径と収量との関係.

γ-+0･51士0.064 〔第三国コ

(4)地上窒直径舘計と収量との関係.

･､ T,-+0･57土0･058 ⊂第四国コ

.以上0)夢関係数牢考察すると究づ薯の収量に最

も関係の深いもg)は塁の太さでおうて ⊂第三国〕,

地上部重量即ち茎葉の繁茂等時その程度が砥めて

使いという事が明かである.

1.此史に発づ馬鈴薯増産の第-Ei標は塁を太らすL

にありの考方が必要であるという事が認められ

早めに(2)投薬を′して残った37iEの太さを増大すれば

/草こに収量に於ても増加を来すという軍で率右･●
こ甲事柄は藤井博士13)の ｢馬鹿薯の一重に着生

する塊茎の数枚路一定のもーのであるから除菜によ

り塁数を減少せしむる事は一段に減収になる｣の′
説明や,松原民(i)の ｢普通栽培ならば除薬は必行

氏(･l)の ｢塁の数多く塁葉伐弱となり敬重を減ずる

から除葉を行ふ｣の詮明と一致している.II

しからば一本仕立が最も政量が多い筈で放ない

かど云う藩になるが,それ確ウェイMLJ問題であ

って,第二国の如く塁の数之牧童との相関係数の

γ=+0.33士0.016 eDある5'をも考慮しなければ

ならない･即ち茎数も- 特に栽怯密度の問題を

含めると琶めて重要になるが- 或程度の重要な

I
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葬瑠 一撃葉至と収量と掃引司ク傭

田子とLfて収量に田興す右という章は論を侠たな
い所である.

tか 1る意味に於て栽植密

度 と′｢仕立教d (険麓の強
皮)の関田がある.-i
こうLk意味に於て綜合
的に塁のlE笹隠計と収量と

の関係は60cmx30cmの栽

播密度の場合に於て γ-

十0･.57土0･058⊂窮四囲コと

その相錆声係が熱さ著しい

わが認められ声が,一之を-

旋ひろめて栽催招2度をむ堅

く,の数の中に含めて考えて見

ると,馬鈴薯の収量は⊂地上

､重の太さコ×⊂地上塁の数コ

によって殆んどが決定せら

れるものと考えられる. i

如ち理想的から云えは太

った塁が貫位面坑中によG)

多く出来る様な栽増法をエ /

式すれば敬重に於て増大す

'るわけであって,.ここに太

さと数の,,'ランスを如何にとるかが問践 となる.

:Rの問題には幾多の田子が閲聯しているが,此

らの中一部分に関 しては第三茸険に於て明かにせ)
んとした.

なお塁の太さを重硯する点に巨.;d聯して,岡部,

倉Efl両氏(rT)が薯数の多少と牧童とは

γ-+o･117士0･112で粂帽 係はない汎 薯の-:: )
何平均重量と収量との関係は γ-+~0.759土0.049 .

と極めて密接な関係かあると報じているのは結局

大き̀な薯を作るの目標が収量増加にも役立つと云

う事を示すもので,･此の結束抜本茸頗結果を裏書

するものと云い得よう.

何故ならばB の (1)(2)に明かな如く,塊塁

の大き紘地上塁の太さに',叉塊茎致性地上塁の数

と相関々係が極めで著しいからである.

B･,地上部と薯の大さ及数 との紺係､
(i)地上塁の直径と薯の一個平均垂との開,

係..

γ=･+0.77土0.033 〔第五囲〕

(2)地上塁数と薯数との関係.

･_tT-+0･69土0･9-45 〔第六固〕
以上に放て認められる如く薯数 と塁数及び薯の

大きと塁の太さとの問に於ける相閲々係は著しい

簸且 聾数と収量と0'相 聞 痛々
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ここに除環の意義の第二両と

･'い ,形の大き帽 を作るとい

l

､＼

う損が明かである.此の面に閤 l

しては提額の'叩 問題に関する

凡ての報告と一致している･'

'以上 A,Bの=点より除桑の `

意義が一度解明されたとノ云V,得

よう. 毎 :
所で以上の結論は放任仕立中

に於ける状聾の地上部と地下蔀′

の相閑々係より推論したもので ･

あって,之が果して人工的な操/

作即ち除藁により同様な関係を~
) 生するものであるや否や右薩め

なければならない.

.=の点に関して待ったのが第～

′ニ茸故であるIが第一熟 こ見られ

る如く,以上の諸関係仕明かに､

裏書き汁るものと認められる･､∫

即ち除莫張症が大となり塁数

が少くなれば少い理由上塁の直_

なお之等に閲聯する生理畢箪形態撃的研

究(7)(q(0,(10)(32)(33)(ar,(Tjj(3G)紘末だ不充分七･今ノ
後の研究に侠たねばなら頻 ､が,之を生長 ･

生理学的研究面から考察して見ろと以上の

諸現象の理解される部面が匝めて多Vl∴

即ち現今鼠EF,鈴薯の高冷地象 (11･X12)秋期

鼠 く13)｡1｡)｡lSjClr,)抑制産,C172高緯度鼠 (1S)華 の L

成熟期遅延が鼠馬鈴薯として効果のあるIJ七 ■

きな理由としてバイラス病(Viruも).の問臥

と共にその ｢齢｣(Age)(13)(14:(15)(17,)なる問

題を奉げ,何れも老化せる琶千割 1乗のも･

のの琴 は､多いが,小さく撃 もふいのに
比し,老化せ中種子薯由来のものの壷 著 ･

しく収量及び薯の大.Sに於て優れている首 ･;

が認めら一れて束て叱る･

而してこ申現象を生する二面の生育状態 ･ ′

及び 生長素等の関係に就いて川田氏(1'-')･,紘 ,

惑 乱な箕験観察を押しすすめて爽0)如き事

柄を報告している.

先づ老齢と稀すべき春薯由充のものに比

して,潮 齢と僻すべき秋等由来･b'もめ昧そ

-第四囲 .収量こ香歌道経線計とo)潮田 漆々
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裡及び大著歩合は大とrな耳,叉牧蚤も必札 も鞄 の極性(Polarity･Polartat.)が強く,蚤芽数少く

土塁数や塁葉卦こは比例しない等ピ示してい6-I. 茎数も少いが,聾の直樺が天で収量及び薯平均重
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rT於rT恒れているとし〔第二表〕, かかる現象の

生する根本はその生長素 (Growth hormolle,

wuchsstoffo.)含有量の差による~としている.

･第一銃
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而して秋薯由来のものは

春雷車 の晶 こ比し裏
表に明かな̀如くその経薯及

びその後の槙物体共に約二

倍の生長素含量を有すると

早う･

叉健全雷及位金槌吻掛こ

比し,I.;イラ芥擢病体の生

長素合有の少い事 も蓬多の

報告(ll).(19)こ-=0)(ヲ1)〔22) があり,'

又之等の生長状態に放ても

上述と同庁健李榛の方が頭

数は少いが塁の直径は大で
tTrTg._1上一tl._JIYT■′q三･1｢● rl■づ■ミ_I.'ナ
Ji父互〔此LJ71-ユ司虹7)､六 LtのJD

等が認められている.

次に保井氏(31)並に筆者(so)

水分の吸収器官と-しての作用が重大な役割をなす

ものである事を認めたが,之らtD中特に水分の地
/

上邑初期の聾青に及ぼ朝野哲の大怒る事は元_より

,Iその同化作用即ち含水茨素生成に妖くべか

らざる事は論を侠たない1:7,5である,

かくて勿論今後の詳細な茸故的紛討に保

ちたいと一臥うが一膝以上の ｢少数の地上塁,

致⊥一塁の肥大- 生長宗の合有重大Ti
書中均整の増加- 増収｣という-聯の諸

現象と,｢親薯の水呑及び養分供給作用｣と

を除菜の問題に囲聯させて見ると,この生

長東の代謝 (Hort?onemetabolism)を先

づ考え,く｢除英は地上茎の限定による1.植物､

体の物質代謝(Metabo,lism,Stoffwechsel)

に闘輿する生長素及び水分其他養分の有効

なる碍瑚こ卵 ｣~t.いう事が出来ると考え

られる･.

なお 近年の報告によると(31)親書の鯖管

:内には早期にカPTス膜の形成が始まり,＼

'鼓笛管は全部閉塞されると認めら*,規薯_

の管嚢内の汁液流通は親薯から萌芽へ木部

tltを通じてのみのl一方的なものどされている

従って地上部で同化作用が行われるとこの

生成された同化澱粉に由乗する陪分は基部1
ぇ其の節管を通じて流れて充ても,羊こせ

親薯えの流入はせず新芽上に福海枝の蟹育

ギ起.bと卿 こそれに流入して千若の形成資
l /

新 区巨茎数と蕃敏to,相rxl々 係 竺 '

毒添 C1 Cr) チ h -ヽ♪.チ QQ'む.Iら～ +1一■叫.hp1cQ一■■
lT-.ち ●●■l●● _̂1
･6T=LO●-ど●*+-I●●●● ●●●̀ I/I

元一26 ヽ ●~●▲●●●●LL●●■ヽL●
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は親薯は蔚芽言こ封して養分の供給は勿論であるが 料と,なるのであって,此の場合の層国枝の太さ及
ヽ

●



.削合薯除貨嘘論の分析的解明･L････(5)

⊂第一表コ 仕立方の差による塁の太さ,薯の大さ,1株牧童の撃化

備考 品種紅丸.1株平均. _ ｡

⊂第二表〕 川田矧 こ依る老化不老化蹟薯よりの生長状態,牧童比校

亡弟=T,表〕 川田氏に依る老化,不老化の生長素含有量此賛

亡弟四表コ 品 種 ■別 に 放 ち奨 此_ ＼

ー備考 4月12日下種,3坪平均 .′

び流入含水茨糞の量を考えて見ると,以E'の限定

された塁えの生長素,水分,ノ養分等の充分な供給

と之による理想的な同化作用及び之が充茸した闇

旬毎えの流入筆により,以上の充冥隼 地上茎の

存在が必然的に大きな薯を生じ,､両も牧童を大にI
こす-る所以が考えられる.･

以上によって除乗の根本的意義及び卓W,除葦で '

なければ効果の無い所以も了解せられるのである

しかし乍ら勿論同化作用の電撃畳の問題と塊塁

芦生の場 C̀3〕(P)(10)の問題もあり,従って塁数q)或程∫

壁の畠もその増牧上映くべからざ畠事_FAここに論

ずるまでも無い所であるJ h ′

第三実験

次に環境俊件の撃化と除葦強度との悶覇は如何
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●
･にあろうか.比の問題も箕際栽増上極めて重要で

ある学,之には非常に多くq)因子が悶興するので

あって筒軍には解決出来ぬ事柄である･■
主なる因子と考えられるのは栽低密度(23)(27)除

塵 の時期,(2).L橿薯の太さ.(.IIXl｡)(27)種薯の齢,(13)(14)
(1聖6)鍾薯の哀軌 (頭 9)(SO)(31)(31)収穫肝 4)覆土の探

一茂,(10)土壌水分言oJ')気象俵件(2G)肥料言G)(27)品種,下

･桂期別,其の他であるが,本貰験に於てはこの中｢
品種別),下盛期別の間近を扱ったものである.ヽ

IA.品種別の悶除

第四表で明か葦如く薯の大さから云えば両品種

共撃琴が少け由 大で.･多ければ小となる傾同が
- ぁれ 大薯数と小薯数との開虜も同様であるが,

･収量の点に於ては晩生転の在丸定二軍立が良く,
1 早生稜の畢侍は三,四本の方が良yl結果になって

いる.

之は男爵0)如き早生転は塁数を極端に減少せし
/.

む串と,短期間の物質代謝に必要年.して充分な窒･㌔
葉の繁茂が間た合はないと云う事と,地上萱の太

∴り方が紅丸等より少さいという限界の存在等が考

･えられる.･之に反して紅丸は除築後の塁が充分太

′り物質代謝も庭盛になり,同化作用の出来る余裕

_があalためと考える事が出来る.

∴即ち牧童本位のみから云うと早生種は茎数を多

めにし,晩生柾は少めにする方が良いとし.'ぅ結論

になる. .･.

但し松原氏(4)は水田裏作馬鈴薯栽増の投合等はJ

特に張度に除菜を行う必要があると述べてVl,るが

之は-屠早 く収穫するために早生種と転 も着生の

､ 塊塁数を限定一し,一定限度数の薯の肥大を計るた
ノ

めであっTL,恰も未設知り無効分薬防止と同様な

･{第五表コ 下 1琵 期 別

理論に温 くものと考えられよう･

IB･.下種那 rlの昏詔係 ､ .

,下種期の早疏に於ては第E.衰の如くその雷数は

_I-:-i二L-:--:__lI:'.-::-_二二 :::-:_二 三 三

潤 伽 てあ ･即ち早植なれば地上軍琴が少 産

(ニ本位)結果が良く,晩値であれば地上塁数が
或程変多い方が牧童が多いと考察される._比の理

由も_蛮 EAに於ける紹係と同様に考えて良かろう

と思う･ l
i1

4.招 垂

1) 放任仕立60株の地上部地下部を調査し.,そ

れ̀ らの間の相開院数を求め,之から除菜の意義を

明力厄 せんとt!,叉人工的操作即ち除琵により同

様の関係を生するかを険し,更に環境健件の差に

よる除藁の強度の静化に就いて品塩弧 下底期別

の比敬試験を行った･.
2)･塊塁の収量と~一個平均重 政共に地上塁の

直径に箱絹 係々が著しい事が認められた.即ち除

藁は蜜の形状を大にすると共にその牧童をも増叫

するという事が出免 ここLtA除先の意葦が認めら

れる.､ ' ●

而して埠の生理堕的な説明はー｢物質代謝に開輿

する生真裏水呑共他養分の有効利即 ′で行vl得る

ので抹ないかと考えられる.

､3) 除薬の張度は著わ数と大さの目的の塾 こよIErTt
り,叉収穫期の早晩,夢娃栽植密度等環境嘩件の

差t,羊より決定すべきである･

即ち数を多く要撃は弱く,大著を要せば強く'

又収量本位のみに考えれば早生種紘晩生種より好I

に 依 ,る 奨 此 ′･ .

､備考 ､品種 紅丸 3坪苧均･

l
＼ l



く,.下種期が遅れ 1ば弟'(,早ければ強く除莫す

る事が良いと認めらntろ. I

.Y4) 本茸験の結果今後の鳥飴雪増収痩術上寿う

べき事は通常の栽位密度に於ては先づ塁を太 らす

べ く工夫する事が大切であるという事であって,

次いで塁ゐ数に考慮を梯 うべきであるという事で

- ある.

/
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